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どうなる？
農家戸数と多様な担い手の役割

・振興局別・市町村別に個⼈経営体の世帯員数・経営体数を2035年まで予測しました
・予測した耕地⾯積・飼養頭数の維持に必要な１経営体当たり経営規模を推計しました
・耕地⾯積の維持に対する多様な担い⼿の１つである組織経営体の影響を評価しました
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概 要 Abstract

成 果 Results

203５年の個人経営体数は、20年対比で５９％
の水準まで減少することが見込まれました。
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2035年の1経営体当たり面積は、20年対比で
133％の水準まで拡大すると予測されました。
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2005年から20年まで、耕地面積が維持された
地域ほど組織のシェアが増加していました。
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2005年から20年まで、組織経営体の面積拡大
によって耕地面積減少が抑制されていました。
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今後の農業施策や技術開発⽬標を考える材料として活⽤できます。

【⽤語解説】
個⼈経営体︓個⼈（世帯）で事業（同上）を⾏う経営体をいう。法⼈化して事業を⾏う経営
体は含まない。


